
（ 4年 7月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

76 120
102 89

83 104
95 95

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

74 132

110 105

40 104

152 67

63 156

51 131

108 100

56 95

176 98

73 106

77 117

533 107

48 112

87 92

アールス 120 98

（マスク含む） 171 84

105 109

141 96

79 113

110 91

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,290,771 366,366 1,657,137 291,784,800

加工野菜 9,966 3,261 13,227 1,446,860

花き

その他

冷凍食品

計 1,300,737 369,627 1,670,364 293,231,660

一般果実 304,102 734,342 1,038,444 153,815,638

加工果実 9,827 9,827

その他

冷凍食品

計 304,102 744,169 1,048,271 153,815,638

1,604,839 1,113,796 2,718,635 447,047,298合計 367,640,323 814,687,621

241,519,234 395,334,872

果
 
 

実

237,485,234 391,300,872

4,034,000 4,034,000

126,121,089 419,352,749

201

野
 
 

菜

124,530,452 416,315,252

1,590,637 3,037,497

果

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

210

グレープ

デラウェア

303

1050

富山県、岐阜県の販売。毎年入荷の切れ間に入る時期だが本年全体的に順調な
入荷となった。価格に関しても弱含みの展開が続いた。 215 318

南アフリカ南アフリカ産に移行し昨年よりも円安の影響が大きく、単価高で推移して
きた。全国の入荷量は昨年よりも2割減少した。 23

富山、福島産販売　上旬は前段産地の残量が多く荷動き鈍く、中旬は猛暑や成り
疲れの影響で出荷不安定な場面もありやや不足感出た。連休明け以降は出荷回
復したが例年並みの荷動きとはならなかった。

73

実

すいか

7月上・中旬まで天気が良く販売は順調であったが、下旬は天気が崩れる日が多く
販売は鈍化。今年は食味も品質も良かった。 234

愛知県産の入荷。引き合いが強く数量増・単価高で推移。食味は良好であった。
12

石川県産中心の入荷。数量減・単価高で推移。食味は良好。高温障害の影響が懸
念されていたが大きな影響はなかった。 20

137

群馬・長野県産の販売。上旬は出荷出遅れるも中旬以降産地出荷は前年上回る出
荷。高温の影響あり品質劣化早く単価押し下げ。後ろ向きな荷引きになり入荷昨年
下回る。

北海道産の販売。高温の影響から肥り悪く細物中心の入荷。産地廃棄が多く入荷
数量伸びず、中旬以降も天候不順続き増量に歯止めかかる。月を通して少量高値
推移。

主 要 品 目

832

816
もも

山梨県産中心。小玉傾向で2P・4P中心の入荷。高糖度の比率も高く高値で推移し
た。 64

115

283

トマト

野

キャベツ

菜

なす

群馬、山梨産販売　関東産地は雹害の影響もあり露地の出荷に影響あり
山梨産や東北は猛暑の影響で品質低下し廃棄増で産地出荷減少したためＡ品の
単価高の動きで推移した。下等級は安値傾向であった。

138 72

きゅうり

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

55

果
実

7月の国内果実は桃・スイカ・デラウェア中心の販売となり、入荷量は前年に比べ、若干少なめの単価高であった。気温が高く、全体的
に前進出荷の影響で生育も早くなり、小玉傾向であった。外果の方はバナナ・オレンジ・パイン中心の販売であるが、国内果実の品目・
数量が増えたことで売り場の取り合いになった。また、円安により原価が上昇し前年より10％～15％高い相場展開であった。

1,049 349

市  況  の  概  要 入荷数量

だいこん

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

野
菜

異例の速さで梅雨明けし、全国的に猛暑日が続いた。果菜類は、高温、干ばつにより、品質劣化が進み、樹自体へのダメージも見受け
られ、根菜類では大根の生育不良が見られた。暑さの影響で一部地域では出荷予定が前倒しとなったが、その後「戻り梅雨」によって、
品質が上がったものもあれば、下がった品目もあり、全体的に不安定であった。例年より産地の出荷量は少ないものの、単価高は大きく
は見られなかった。下旬にかけて再度高温の懸念が残り、これから植えるものに慎重になる部分もある状況。全体入荷量は1,651トﾝ（前
年比76％）、価格については前年比120％であった。

1,651 232


